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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

・令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 児童質問紙

の項目「体育の授業は楽しいですか」で「楽しくない」と回答

した女子児童が 11.1％（全国平均 2.2％） 

 

・体育の授業が「楽しくない」と回答した全ての女子児童は、実

技の総合評価が「Ｅ」であった。 

 

・体育の授業が「楽しくない」と回答した全ての女子児童が、放

課後や休日の運動の機会が「全くない」と回答していた。 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・放課後や休日の運動の機会が、「全

くない」という状況の改善を図り、

いつでも、誰とでも運動を楽しむた

めの力を高めること。 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・放課後や休日に運動の機会

が「全くない」という児童が

一定数いる。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・体力・運動能力が二極化傾向

にある。 

・走力（短距離走や持久走）の

向上を課題とする児童が多

い。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の 
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 

１ 令和５年度 新体力テスト（６月） 

２ 令和５年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 総合評価 

【成果指標】 

１ 第６学年の「E」層の減少 

２ 前年度との比較で「E」層の減少 

 

【評価結果】 
１ 中間評価（６月） 

「E」層 男子０％→０％、女子 11.1％→０％ 

２ 最終評価（12 月） 

「E」層 令和４年度 11.1％→令和５年度０％ 

〇 サーキット運動の実施 

・体力向上の取組の柱として体育授業のはじめに毎時間実施する。 

・児童が定期的に多様な運動を経験する機会とするとともに、主運動の 

効果的なウォーミングアップの時間とする。 

〇 生活リズムチェックシートの活用 

・７月と 12 月に７日間ずつの調査を実施する。起床・就寝時刻、朝食、 

学習、読書、運動、スクリーンタイムについて目安の時間を設定する。 

・児童が日頃の生活習慣を見直したり、改善を図ったりする機会とする。 

〇 サーキット運動の工夫・改善を重ね、児童が楽しく運動することで、体育科の授業で「わかる・でき

る」という実感や体力・運動能力の向上の実現を図ること。 

〇 生活リズムチェックシートを活用して生活習慣の改善や主体的に学習する態度の育成を図ること。 

令和５年度 厚沢部町立厚沢部小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・総合評価「E」の児童の体力・

運動能力の向上を図り、いつ

でも、誰とでも運動を楽しむ

ための力を高めること。 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【取組指標】 
〇 サーキット運動 

  新体力テストの重点課

題を解決するための運動

をサーキット運動に取り

入れて通年実施する。 

〇 生活リズムチェックシート 

  年間２回の調査で生活

習慣、運動習慣等の実態を

把握し、改善を図る。 

 

 

 

 

 

【評価方法】 

１ 生活リズムチェックシート（７月） 

２ 令和５年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 児童質問紙 

【成果指標】 

１ 第６学年の１日の運動時間の平均 60 分間以上 

２ 土日の運動時間の平均 60 分間以上 

 

【評価結果】 
１ 中間評価（６月） 

 第６学年の１日の運動時間の平均 82.4 分間 

２ 最終評価（12 月） 

 男子 72 分間、女子 25 分間 



厚沢部町立厚沢部小学校
目指す子どもの姿

全校児童数101名（男子58名 女子43名） 教職員数23名

巡回校 厚沢部町立鶉小学校、館小学校 江差町立江差北小学校

全ての児童が楽しく、意欲的に取り組むことができる授業づくり

・健康や安全について考え、実践できる子ども
・運動やスポーツの良さに気付き、進んで取り組む子ども
・走、跳、投など、バランスよく体力、運動能力を身に付ける子ども

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

単元計画例（バスケットボール）

単元の「導入」場面における指導の手立て 「知識及び技能」の活用の場面における指導の手立て「知識及び技能」の習得の場面における指導の手立て

・個や集団の実態の的確な把握

・「運動の機能的特性」と「学習の系統性」に基づいた指導計画の作成

・指導と評価の一体化を図った授業改善

・児童から見た特性(楽しさ)の確認

・運動経験や既習内容の確認

・単元の目標の共有化

・目標達成のための適切な課題設定

・課題解決のための学習活動の工夫

・振り返りによる学習効果の向上

・育成する資質・能力の相互の関連性の把握

・他領域や新体力テストとの関連性の把握

・ICTを効果的に活用した指導の工夫



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

生活リズムチェックシートの活用 どさん子元気アップチャレンジ(短縄跳び)の活用

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・体力向上の土台となる心身の健康の維持、向上を図る。

・家庭と連携して生活習慣、運動習慣の改善を図る。

・体育授業や休み時間の活動と家庭での運動をつなげる。

・児童による主体的な運動の機会とする。

・新体力テストの体力合計点が全学年の男女で全国平均
を超えた。

・新体力テストの総合評価（全校児童）が、
A36%、B31%、C25%、D7%、E1%とDE層
が減少した。

・令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の
児童質問紙調査で、「運動やスポーツをすることがや
や嫌い」と答えた児童（7%）の全てが「体育の授
業はやや楽しい」と回答した。

・体育授業の充実を図るため、課題設定や学習形態の
工夫、ICTのより効果的な活用

・他教科や縦割班活動、行事等との関連を図った
横断的な取組

・短縄跳びや水泳、スキー等、地域や家庭と連携した子
どもの体力向上を支える取組


